
●グリボウスカイテ大統領は、年次報告の中で、政府がエネルギー等の重要課題について決定を行わないと
強く批判。また、国会会期末に可決された税制改革も抜本的な改革にはほど遠いもので、政府の決断力を疑
問視する声が強まった。

●グスタス新経済大臣が就任。保健改革で物議を醸していたアンドリュウカイティス保健大臣への問責手続き
は、不信任決議案の議決まで持ち込まれたが、否決された。

●ＥＵ議長国就任を間近に控え、グリボウスカイテ大統領及びリンケビチュウス外相が活発な外交を展開し
た。

【１日】リンケビチュウス外相はウクライナを訪問し、コ
ジャーラ外相と第３回両国外務省間会合を共同開
催。２国間及びＥＵウクライナ関係、国際機関での協
力、領事問題等について協議。ウクライナで初となる
査証発給センターが開設された。

【３日】ブトケビチュウス首相はグリボウスカイテ大統
領に対し、グスタス前内務省次官を経済大臣として提
案。１０日の大統領との面談を経て、１１日にグスタス
経済大臣が就任。

【４日】グリボウスカイテ大統領はサイバーセキュリ
ティに関する関係省庁会合を開催。関係省庁の副大
臣が出席。

【１１日】グリボウスカイテ大統領は国会で年次報告
演説を行い、現政権がビサギナス原発等必要な決断
を先延ばしにしている、経済性ばかり重視し、エネル
ギー安全保障の観点が欠けていると厳しく批判。外
交面ではＥＵ議長国の課題、内政面では司法改革や
汚職対策の成果を強調。ブトケビチュウス首相は、こ
れは現政権への批判ではなく解決すべき問題の列
挙と述べ、クビリウス野党党首は、これまでの最高の
演説と評価。

【３日】リンケビチュウス外相は仏を訪問し、ファビウ
ス外相と会談。ファビウス外相はリトアニアのＥＵ議
長国への完全な支持を示し、両国の戦略的パート
ナーシップの進捗状況を協議した。

【５日】リトアニアで駐欧米軍とバルト諸国が共同で実
施する大規模軍事演習Saber Strike 2013が実施さ
れ、グリボウスカイテ大統領が視察。この演習には、
仏、英国、ポーランド等から１，０００人以上が参加。

【５日】リンケビチュウス外相は、カリニングラードで開
催されたバルト海沿岸諸国評議会へ出席。ラブロフ
露外相と会談し、二国間関係の強化、シェンゲン査証
の発給、エネルギー問題等について協議した。

【１２日】野党リベラル・ムーブメントは、一連の保健改
革を巡ってアンドリュウカイティス保健大臣に対する
問責決議手続きを開始し、必要な３０人の署名を得
て、手続きが開始された。２５日、問責委員会は、保
健大臣の問責に対する回答を不満として、同大臣の
不信任決議を実施する提案を可決。同日不信任決
議の議決が行われたが、否決された。

【１８日】リトアニア行政裁判所は、少数民族学生に対
するリトアニア語統一試験簡易化に関する教育科学
大臣通達が憲法違反と判決。教育科学大臣は年末
までに新たな試験制度を検討すると発言。

【２０日】家庭内暴力で逮捕されたバレイキス議員（祖
国同盟）の特権免除剥奪が国会で可決された。

【２５日】支持率調査で、ブトケビチュウス首相の支持
率は低下し、グリボウスカイテ大統領との差が拡大。
社会民主党の支持にも陰りが見え始めた。

【３日】グリボウスカイテ大統領は当国訪問中のマウ
ラー・スイス大統領と会談し、両国関係、リトアニアの
ＥＵ議長国優先事項等について協議。会談後、スイ
スの移民制限拡大措置を批判。

【３日】国連で武器貿易条約署名式典が行われ、リト
アニアも署名。ムルモカイテ国連大使は、未署名国
への締結を要請した。
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【２７日】ベラルーシ内に新たなロシア空軍基地が設
立されるとの報道に対し、国防省は、相互信頼と良好
な関係には資さないが、追加的な脅威とはならないと
コメント。

【３０日】グリボウスカイテ大統領は、クロアチアのＥＵ
加盟式典のために同国を訪問し、ファン＝ロンパイ欧
州理事会議長と会談。リトアニア議長国期間中に実
施される主要な会合及び優先課題について協議し
た。

【１７日】リンケビチュウス外相は当国訪問中のルク
シッチ・モンテネグロ副首相兼外務・欧州統合相と会
談し、モンテネグロのＥＵ及びＮＡＴＯ加盟を支持する
と述べ、両外相は欧州統合分野における協力覚書に
署名した。

【５日】ブトケビチュウス首相及びバシリャウスカス中
央銀行総裁は、ラトビアの２０１４年ユーロ導入が欧
州委員会の合意を得られたことへ祝意を表明。

【１３日】ロブサン・チベット亡命政府首相が初来訪。リ
トアニアとチベットが同様の歴史を持つことに触れ、Ｅ
Ｕ議長国として加盟国へチベット支援を呼び掛けるよ
う要請。

【１３日】グリボウスカイテ大統領は、ブラチスラバで
開催された中欧諸国大統領会合へ出席。ビリニュス
での東方パートナーシップ首脳会合に向けた準備に
ついて各国首脳と各々協議。ガシュパロヴィチ・スロ
バキア大統領との会談では、両国関係、リトアニアの
ＥＵ議長国優先事項、エネルギー問題等について協
議した。

【１３日】リンケビチュウス外相は、ブリュッセルでス
ヴェインソン・アイスランド外相と会談し、アイスランド
がＥＵ加盟の国民投票を行うとの決定を尊重するとコ
メント。

【１４～１８日】ブトケビチュウス首相はトルクメニスタ
ンを訪問し、ベルディムハメドフ大統領と会談。天然
ガス供給等について協議し、ビジネス・フォーラムに
も参加。

【６日】ケリー・アイルランド首相が来訪し、グリボウス
カイテ大統領及びブトケビチュウス首相と会談。ＥＵ
議長国の引き継ぎを行った他、経済成長対策、東方
パートナーシップ首脳会合について協議した。

【７日】リンケビチュウス外相は当国訪問中のヤーグ
ラン欧州評議会事務局長と会談し、欧州評議会が策
定した女性に対する暴力と家庭内暴力の防止条約
（イスタンブール条約）に署名。この条約には、閣内
や宗教界からの懸念が表明された。

【７日】国家情報局はその年次報告書を初めて対外
発表。その中で、ロシアの情報治安機関の当国での
活動状況を取り上げ、ロシアへのエネルギー依存が
当国の安全への最大の脅威と言及。

【１０～１１日】リンケビチュウス外相は独を訪問し、
ヴェスターヴェレ外相他と会談。東方パートナーシッ
プ首脳会合、ＥＵ拡大、ＮＡＴＯ等に関し協議。

【１８日】国会は対セルビア安定化連合協定を承認。
ＥＵ加盟国の中で、この協定を承認していなかったの
はリトアニアのみであった。セルビアのビジネス環境
改善を求める決議も採択された。

【２０日】グリボウスカイテ大統領は、オバマ大統領の
ベルリン演説に関し、米国の一方的な軍縮に反対、
米露間の軍縮交渉は欧州ミサイル防衛システムを犠
牲にすべきではないと発言。

【２１日】カウナスでバルト３国＋独外相会合が開催さ
れ、第３回東方パートナーシップ首脳会合に向けた
共同声明を発出。ロシアとの関係やＥＵの共通外交
安全保障政策等も協議された。

【２６日】ソマリア沖海賊対策ＡＴＡＬＡＮＴＡへの派遣
部隊１８人の内、先遣要員として２名が派遣された。

【２５日】グリボウスカイテ大統領は当国訪問中のスト
ルテンベルグ・ノルウェー首相と会談し、両国関係、
エネルギー戦略、ＥＵ・ノルウェー関係等について協
議。

【７日】当地でリトアニア中国ビジネス・フォーラムが開
催され、リトアニア企業２０社、中国企業１０社が参
加。

【１９～２０日】当地大手商業銀行のＳｗｅｄｂａｎｋが倒
産するとの誤情報が流れ、取付け騒ぎが発生。同行
及びリトアニア政府、中央銀行は根拠のない噂と否
定。

経 済 
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【１８日】ビリニュスで核不拡散及び核セキュリティに
関するセミナーが開催され、レシュケビチュウス外務
副大臣及び白石大使が開会挨拶を実施。会合には、
国内関係機関、欧州委員会、インターポル、ラトビ
ア、日本及び米国から計５０人以上が参加。今後のリ
トアニアと日本の間での更なる協力ガイドラインも策
定された。２０日には、メディニンカイの核セキュリ
ティ・センターで国境における放射能管理に関する
ワークショップを実施。

【２０日】白石大使はリンケビチュウス外相と会談し、
２国間協力、核セキュリティ、ビサギナス原発につい
て協議した。外相は、ビサギナス原発の全パートナー
が協力し、プロジェクトの改善が実現すること期待す
ると述べた。

【１４日～１６日】アリートス市で第８回盆栽・水石展が
開催され、当館は生け花デモンストレーション・ワーク
ショップ、掛け軸展示、書道展示を実施。１５～１６日
には文化交流使・平尾成志氏による盆栽デモンスト
レーションが行われ、技術指導を通じた盆栽の楽しみ
方が披露された。１４日、この展示会主催者のプタカ
ウスカス氏に対し、長年にわたる盆栽を通した日本
文化普及の功績を称え、白石大使より在外公館長表
彰を行った。

【３～５日】カリニングラード原発が建設中断ないし規
模縮小されると報道されたことに対して、グリボウス
カイテ大統領は、この原発及びベラルーシの原発は
安全性を満たしておらず、建設中止を歓迎すると発
言。

【４日】欧州投資銀行は、クライペダ・オイル社が進め
るＬＮＧターミナル建設プロジェクトに対して、８，７００
万ユーロの融資を決定。

【６日】米シェブロン社は、改正されたシェールガス採
掘法の分析に時間を要するため、調査契約の入札
結果決定の延期を要請。

【１０日】ギリース・カウナス工科大学教授はインタ
ビューの中で、カリニングラード原発計画の停止はビ
サギナス原発を推進する好条件となると発言。

【１４日】イグナリナ原発廃炉問題に関し、ヤヌレビ
チュウス・イグナリナ原発会社社長は、格納容器をつ
り上げるクレーンの問題が片付けば、現在凍結され
ているＥＵ資金が解除される、Ｎｕｋｅｍ社への追加支
払について、支払いの前に親会社のロスアトム社か
ら業務遂行の保証を求めると発言。

【１９日】グリボウスカイテ大統領は、政治的意欲があ
れば日立と共に少なくとも１つは原発を建設できると
考える旨発言。

【１日】当館はビリニュスで尺八奏者・米澤浩氏と箏奏
者・熊沢栄利子氏による邦楽コンサートを開催。２５０
人を超える参加があり、盛況を博した。

【３日】アフガニスタンのゴール県でチャグチャラン日
本文民事務所の閉鎖式が行われ、日本国旗の降旗
が行われた。式典には、ポチウス軍司令官、バグドナ
ス在アフガニスタン・リトアニア特別任務代表等が出
席し、我が国への謝意が述べられた。

【２６日】食品・動物検疫局は、ベラルーシでのアフリ
カ豚コレラの発生を受け、同国からの一部製品の輸
入を規制すると発表。

【２７日】国会で税制改革関連法案が可決。非課税所
得額の若干の引上げ等些細な変更が多く、総選挙の
公約であった累進課税やＶＡＴ引き下げ品目の拡大
等は実施されず、抜本的な改革となっていないとの
批判が出された。

【２７日】グリボウスカイテ大統領及びリンケビチュウ
ス外相は、ＥＵ多年度予算について政治的合意がな
されたことを歓迎。

【２７～２８日】グリボウスカイテ大統領は欧州理事会
へ出席し、リトアニアＥＵ議長国の優先課題を財政の
安定化、経済成長及び雇用創出、開かれた欧州と説
明。

【２１日】リトアニア統計局は、２０１２年の輸出は前年
比１４．４％増加し７９５億７，９００万リタス、輸入は前
年比９％伸びて８５９億１，４００万リタス、貿易赤字額
は前年比３１．４％減少し、６３億３，６００万リタスと発
表。

【２５日】グリボウスカイテ大統領は、当国の若年層失
業対策として雇用・国家社会保障・健康保険法の改
正法案を提出。若者の職務訓練の機会拡大を図る
等の内容。

エネルギー（含むビサギナス原発プロジェクト） 

日本との関係 
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　記載事項は在リトアニア日本大使館の見解を示すものではなく、特定の団体・個人の利益を代表するもので
はありません。

　　この資料は、リトアニアの政治・経済情勢を中心に各種報道、発表をとりまとめたものですので、記載事項
の信憑性まで確認したものではありません。
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